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平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 総合教育演習Ⅰ 

（CBT） 対 象 学 生 ４年次 

時間割コード  35407 学期・単位数  後期・１単位 
担当代表教員  鬼島 宏 

開講曜日・時限 
平成 30 年 1 月 17 日予定 

シラバス作成者 鬼島 宏  
【授業の概要】 
 
公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構（CATO）が実施し、全国すべての医学科学

生が受験しなければならない臨床実習前の全国統一基準試験である。CBT は computer based 
testing の略で、客観的臨床能力試験（objective structured clinical examination: OSCE）とと

もに、臨床実習を開始しようとする医学生（医師の資格のない学生）が実習に参加できるだけの

能力と適性が備わっているかどうかを評価・確認する全国共用試験である。CBT では、320 題

の問題がコンピューター上にランダムに出題され、約 6 時間かけて解答する。基礎医学、臨床医

学の各分野から、医学教育モデル・コア・カリキュラムの範囲内で出題される。 
 
弘前大学医学部医学科では CBT に 1 単位を付与しており、合格しなければ 5 年次に進級する

ことはできない。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 

CATO による全国統一基準（合格ライン）をクリアしたものを合格とする。 
 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 
共用試験実施評価機構より、試験問題が各コンピューターにランダムに送信される。試験前に

予行を行い、問題の解答法などについて説明する。 
 
 
【留意点・予備知識等】 
 
合格ラインをクリアしない者には再試験を行う。 

 
 
【その他】 
 
 
 
 

 
 
 

平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 臨床実習 I 

（学内 BSL） 
対 象 学 生 ５年次 

時間割コード  30501 学期・単位数  前後期・40 単位 
担当代表教員  袴田 健一 

開講曜日・時限 通年 
シラバス作成者 袴田 健一 
【授業の概要】 
 医学部附属病院における臨床各科の病棟・外来での臨床実習を通じて診療の実際を学ぶ。見

学型実習(rotation)で終わることなく診療参加型実習(clnical clerkship)を目指す。具体的

には、各診療科で指導医と一緒に患者を担当し、病歴聴取、身体診察、検査・治療時の立ち会

い、施行可能な検査・治療の実践、検査所見の判読、カルテ記載、回診時プレゼンテーション

などを行い、基本的診療技能を獲得する。さらに、臨床各科の特徴的診療を学ぶ。 

【授業計画・内容・到達目標】 
 授業計画および内容は、別冊の「臨床実習要綱」による 
 
 基本的診療知識と技能の習得に加えて、医療の根幹としての医師患者信頼関係の構築法や、チ

ーム医療の重要性を理解することを到達目標とする。 

【教材・教科書】 
「臨床実習要綱」を熟読し、理解しておく。 
 テキスト等は、各科の BSL 担当に聞くこと。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 各科毎に実習終了時にレポート作成または査問等により評価する。 
到達度が不十分の場合には再実習を課すことがある。また、守秘義務違反、患者ならびに医療ス

タッフに対する礼節を欠いた行動、社会との契約違反など、医療倫理に悖る行為が認められた場

合には、学務委員会で審査の上、不可とすることがある。 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 ベッドサイドにおける臨床実習を行う。 
 科によってはセミナー形式で講義を行うこともある。 
 
【留意点・予備知識等】 
 集合時間を厳守すること。 
 欠席は認めない。やむを得ず欠席する場合は BSL 担当医または指導医に連絡すること。 
 診療に相応しい服装、身だしなみを守ること。不適切な場合、実習を拒否されることがあ

る。 
 清潔に努めること。 
 患者、病棟スタッフに対し、礼儀を持って接すること。 
 守秘義務を厳守すること。 
 その他、医師として基本的な態度を身につけること。 
 
【オフィスアワー】 
  担当代表教員 ：袴田 健一：月曜日 18:00〜、消化器外科学講座（要事前連絡） 
 
【その他】 
 臨床実習の開始に際しては、医の倫理に従って行動することの誓いのもとに SD章（Student 

Doctor章）が付与される。診療の現場で患者さんの前に立たせていただくことの責任の重さと、

診療行為を通じて医学を学ばせていただくことへの感謝の念を持ちながら、医療チームの一員と

して真摯に行動してほしい。臨床の現場では、特に問題解決型の自発学習が重要である。 
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平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 総合教育演習Ⅰ 

（CBT） 対 象 学 生 ４年次 

時間割コード  35407 学期・単位数  後期・１単位 
担当代表教員  鬼島 宏 

開講曜日・時限 
平成 30 年 1 月 17 日予定 

シラバス作成者 鬼島 宏  
【授業の概要】 
 
公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構（CATO）が実施し、全国すべての医学科学

生が受験しなければならない臨床実習前の全国統一基準試験である。CBT は computer based 
testing の略で、客観的臨床能力試験（objective structured clinical examination: OSCE）とと

もに、臨床実習を開始しようとする医学生（医師の資格のない学生）が実習に参加できるだけの

能力と適性が備わっているかどうかを評価・確認する全国共用試験である。CBT では、320 題

の問題がコンピューター上にランダムに出題され、約 6 時間かけて解答する。基礎医学、臨床医

学の各分野から、医学教育モデル・コア・カリキュラムの範囲内で出題される。 
 
弘前大学医学部医学科では CBT に 1 単位を付与しており、合格しなければ 5 年次に進級する

ことはできない。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 

CATO による全国統一基準（合格ライン）をクリアしたものを合格とする。 
 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 
共用試験実施評価機構より、試験問題が各コンピューターにランダムに送信される。試験前に

予行を行い、問題の解答法などについて説明する。 
 
 
【留意点・予備知識等】 
 
合格ラインをクリアしない者には再試験を行う。 

 
 
【その他】 
 
 
 
 

 
 
 

平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 臨床実習 I 

（学内 BSL） 
対 象 学 生 ５年次 

時間割コード  30501 学期・単位数  前後期・40 単位 
担当代表教員  袴田 健一 

開講曜日・時限 通年 
シラバス作成者 袴田 健一 
【授業の概要】 
 医学部附属病院における臨床各科の病棟・外来での臨床実習を通じて診療の実際を学ぶ。見

学型実習(rotation)で終わることなく診療参加型実習(clnical clerkship)を目指す。具体的

には、各診療科で指導医と一緒に患者を担当し、病歴聴取、身体診察、検査・治療時の立ち会

い、施行可能な検査・治療の実践、検査所見の判読、カルテ記載、回診時プレゼンテーション

などを行い、基本的診療技能を獲得する。さらに、臨床各科の特徴的診療を学ぶ。 

【授業計画・内容・到達目標】 
 授業計画および内容は、別冊の「臨床実習要綱」による 
 
 基本的診療知識と技能の習得に加えて、医療の根幹としての医師患者信頼関係の構築法や、チ

ーム医療の重要性を理解することを到達目標とする。 

【教材・教科書】 
「臨床実習要綱」を熟読し、理解しておく。 
 テキスト等は、各科の BSL 担当に聞くこと。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 各科毎に実習終了時にレポート作成または査問等により評価する。 
到達度が不十分の場合には再実習を課すことがある。また、守秘義務違反、患者ならびに医療ス

タッフに対する礼節を欠いた行動、社会との契約違反など、医療倫理に悖る行為が認められた場

合には、学務委員会で審査の上、不可とすることがある。 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 ベッドサイドにおける臨床実習を行う。 
 科によってはセミナー形式で講義を行うこともある。 
 
【留意点・予備知識等】 
 集合時間を厳守すること。 
 欠席は認めない。やむを得ず欠席する場合は BSL 担当医または指導医に連絡すること。 
 診療に相応しい服装、身だしなみを守ること。不適切な場合、実習を拒否されることがあ

る。 
 清潔に努めること。 
 患者、病棟スタッフに対し、礼儀を持って接すること。 
 守秘義務を厳守すること。 
 その他、医師として基本的な態度を身につけること。 
 
【オフィスアワー】 
  担当代表教員 ：袴田 健一：月曜日 18:00〜、消化器外科学講座（要事前連絡） 
 
【その他】 
 臨床実習の開始に際しては、医の倫理に従って行動することの誓いのもとに SD章（Student 

Doctor章）が付与される。診療の現場で患者さんの前に立たせていただくことの責任の重さと、

診療行為を通じて医学を学ばせていただくことへの感謝の念を持ちながら、医療チームの一員と

して真摯に行動してほしい。臨床の現場では、特に問題解決型の自発学習が重要である。 
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平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 臨床実習 II 

（クリニカルクラークシップ） 
対 象 学 生 ６年次 

時間割コード  30602 学期・単位数  前期・12 単位 
担当代表教員  袴田 健一 

開講曜日・時限 前期 16 週（4 クール） 
シラバス作成者 袴田 健一 
【授業の概要】 
 ４月からの４か月間は、４週間を１クールとして医学部附属病院および弘前大学関連医療機

関において診療参加型実習（クリニカルクラークシップ）を行なう。指導医と一緒に患者診療

を担当し、病歴聴取、身体診察、検査・治療時の立ち会い、施行可能な検査・治療の実践、検

査所見の判読、カルテ記載、回診時プレゼンテーションなどを行い、基本的診療技能を確実な

ものとするとともに、医師のプロフェッショナリズムについて学ぶ。また、１クールは地域医

療実習に当て、青森県へき地医療拠点病院を中心として実習を行い、地域医療、訪問診療、在

宅医療など、現場を通して医療の実際を学ぶ。 

 なお、９月〜１０月は学内各講座において研究室研究方式の実習を行う。 

 
【授業計画・内容・到達目標】 
 授業計画および内容は、別冊の「クリニカルクラークシップ実習指針」による 
 
 本科目は、卒前医学教育における最後の臨床実習となることから、知識・技術の習得のみなら

ず、医師の社会的職責を良く理解し、医の倫理に従い、医療の根幹としての医師患者信頼関係の

構築法を身に付けることを最も重要な到達目標とする。 

【教材・教科書】 
「実習指針」を熟読し、理解しておく。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 各施設の実習実施状況、指導医による基礎評価に加え、顕著な実習実績（実習内容を基にした

成果発表、海外臨床見学等）も積極的に評価する。一方、守秘義務違反、患者ならびに医療スタ

ッフに対する礼節を欠いた行動、社会との契約違反など、医療倫理に悖る行為が評価前に認めら

れた場合には、学務委員会で審査の上、不可とすることがある。 
 なお、９月～１０月研究室研修方式の実習については別に評価する。 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 クリニカルクラークシップであり、指導医とともに診療に当たる。 
 
【留意点・予備知識等】 
 集合時間を厳守すること。 
 欠席は認めない。やむを得ず欠席する場合は指導医に連絡すること。 
 診療に相応しい服装、身だしなみを守ること。清潔に努めること。 
 患者ならびに医療スタッフに対して礼節を尽くすこと。不適切な場合、指示に従わない場

合には、実習を拒否されることがある。 
 守秘義務を厳守すること。 
 その他、医師として基本的な態度を身につけること。 
 宿泊施設、交通などについては別途説明する。 
 
【オフィスアワー】  
  担当代表教員 ：袴田 健一：月曜日 18:00〜、消化器外科学講座（要事前連絡） 

【その他】 
 医療チームの一員として患者さんの前に立たせていただくことの責任と誇り、患者さんからの

信頼と社会的信頼のもとに臨床実習を遂行できることへの感謝を絶えず持ちながら、医療倫理に

従って、真摯に行動してほしい。 
 

平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 

授 業 科 目 名  総合教育演習 II 
（総合試験） 対 象 学 年  ６年次 

時間割コード  30606 学期・単位数  後期・１単位 
担当代表教員  鬼島 宏 

開講曜日・時限 平成 29 年 11 月予定 
シラバス作成者 鬼島 宏  

【授業の概要】 
 
医学科６年次後期の在籍する学生諸君が、医師国家試験受験を控え、国家資格である医師免許

を取得するにふさわしい実力が担保されているかを試す総合教育演習である。 
総合教育演習Ⅱ（総合試験）は、医師国家試験に準じ、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関し

て、医師として具有すべき知識及び技能を問う内容であり、臨床医学のみならず、基礎医学・社

会医学などすべての医学関連科目が出題の対象となる。このため、演習日程及び演習形式は、医

師国家試験に準じて行われる。 
 
弘前大学医学部医学科では総合教育演習Ⅱ（総合試験）に 1 単位を付与しており、合格しなけ

れば医学科卒業要件を満たすことはできない。 
 
今年度は、平成２９年１１月７日（火）～９日（木）に実施予定であり、演習実施に関する詳

細については別途通知する。 
 
 

【成績評価の方法・採点基準】 
 
医師国家試験に準じた基準（合格ライン）設定し、その基準をクリアしたものを合格とする。 

 
【授業形式・形態および授業方法】 
 
医師国家試験に準じ、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関して、医師として具有すべき知識及

び技能を問う内容の演習（試験）である。 
 

 
【留意点・予備知識等】 
 
合格ラインをクリアしない者には再試験を行う。 

 

【その他】 
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平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 
授 業 科 目 名 臨床実習 II 

（クリニカルクラークシップ） 
対 象 学 生 ６年次 

時間割コード  30602 学期・単位数  前期・12 単位 
担当代表教員  袴田 健一 

開講曜日・時限 前期 16 週（4 クール） 
シラバス作成者 袴田 健一 
【授業の概要】 
 ４月からの４か月間は、４週間を１クールとして医学部附属病院および弘前大学関連医療機

関において診療参加型実習（クリニカルクラークシップ）を行なう。指導医と一緒に患者診療

を担当し、病歴聴取、身体診察、検査・治療時の立ち会い、施行可能な検査・治療の実践、検

査所見の判読、カルテ記載、回診時プレゼンテーションなどを行い、基本的診療技能を確実な

ものとするとともに、医師のプロフェッショナリズムについて学ぶ。また、１クールは地域医

療実習に当て、青森県へき地医療拠点病院を中心として実習を行い、地域医療、訪問診療、在

宅医療など、現場を通して医療の実際を学ぶ。 

 なお、９月〜１０月は学内各講座において研究室研究方式の実習を行う。 

 
【授業計画・内容・到達目標】 
 授業計画および内容は、別冊の「クリニカルクラークシップ実習指針」による 
 
 本科目は、卒前医学教育における最後の臨床実習となることから、知識・技術の習得のみなら

ず、医師の社会的職責を良く理解し、医の倫理に従い、医療の根幹としての医師患者信頼関係の

構築法を身に付けることを最も重要な到達目標とする。 

【教材・教科書】 
「実習指針」を熟読し、理解しておく。 
 
【成績評価の方法・採点基準】 
 各施設の実習実施状況、指導医による基礎評価に加え、顕著な実習実績（実習内容を基にした

成果発表、海外臨床見学等）も積極的に評価する。一方、守秘義務違反、患者ならびに医療スタ

ッフに対する礼節を欠いた行動、社会との契約違反など、医療倫理に悖る行為が評価前に認めら

れた場合には、学務委員会で審査の上、不可とすることがある。 
 なお、９月～１０月研究室研修方式の実習については別に評価する。 
 
【授業形式・形態および授業方法】 
 クリニカルクラークシップであり、指導医とともに診療に当たる。 
 
【留意点・予備知識等】 
 集合時間を厳守すること。 
 欠席は認めない。やむを得ず欠席する場合は指導医に連絡すること。 
 診療に相応しい服装、身だしなみを守ること。清潔に努めること。 
 患者ならびに医療スタッフに対して礼節を尽くすこと。不適切な場合、指示に従わない場

合には、実習を拒否されることがある。 
 守秘義務を厳守すること。 
 その他、医師として基本的な態度を身につけること。 
 宿泊施設、交通などについては別途説明する。 
 
【オフィスアワー】  
  担当代表教員 ：袴田 健一：月曜日 18:00〜、消化器外科学講座（要事前連絡） 

【その他】 
 医療チームの一員として患者さんの前に立たせていただくことの責任と誇り、患者さんからの

信頼と社会的信頼のもとに臨床実習を遂行できることへの感謝を絶えず持ちながら、医療倫理に

従って、真摯に行動してほしい。 
 

平成２９年度弘前大学医学部医学科授業計画 

授 業 科 目 名  総合教育演習 II 
（総合試験） 対 象 学 年  ６年次 

時間割コード  30606 学期・単位数  後期・１単位 
担当代表教員  鬼島 宏 

開講曜日・時限 平成 29 年 11 月予定 
シラバス作成者 鬼島 宏  

【授業の概要】 
 
医学科６年次後期の在籍する学生諸君が、医師国家試験受験を控え、国家資格である医師免許

を取得するにふさわしい実力が担保されているかを試す総合教育演習である。 
総合教育演習Ⅱ（総合試験）は、医師国家試験に準じ、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関し

て、医師として具有すべき知識及び技能を問う内容であり、臨床医学のみならず、基礎医学・社

会医学などすべての医学関連科目が出題の対象となる。このため、演習日程及び演習形式は、医

師国家試験に準じて行われる。 
 
弘前大学医学部医学科では総合教育演習Ⅱ（総合試験）に 1 単位を付与しており、合格しなけ

れば医学科卒業要件を満たすことはできない。 
 
今年度は、平成２９年１１月７日（火）～９日（木）に実施予定であり、演習実施に関する詳

細については別途通知する。 
 
 

【成績評価の方法・採点基準】 
 
医師国家試験に準じた基準（合格ライン）設定し、その基準をクリアしたものを合格とする。 

 
【授業形式・形態および授業方法】 
 
医師国家試験に準じ、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関して、医師として具有すべき知識及

び技能を問う内容の演習（試験）である。 
 

 
【留意点・予備知識等】 
 
合格ラインをクリアしない者には再試験を行う。 

 

【その他】 
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学務グループ
事務室

階段①

図書館医学分館

学生パソコン室

基礎大講堂

玄関

基礎第一
講義室

基礎第二
講義室

階段①より

臨床大講義室・臨床小講義室
へ行くにはこの階段を昇ります

階段②

基礎校舎地下１階

基礎校舎１階

講義室配置図

基礎第一・二講義室へ行くには
この階段を降ります
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基礎校舎２階

渡り廊下 臨床研究棟

臨床大講義室

臨床小講義室

玄関 臨床研究棟

臨床講義棟１階 臨床講義棟地下１階

階段②より 階段③

臨床大講義室・臨床小講義室
へ行くにはこの階段を降ります

階段③より

階段④

臨床小講義室へ
行くにはこの階段
を降ります

階段④より
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